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研究成果の概要（和文）：イーシャナプラは６世紀末から７世紀前半にかけてチェンラ王国の首都として栄えた古代都
市であり，多数の考古学的痕跡が残されている。本研究ではこの遺跡群において以下の研究を実施した。
１）都城区内における堆積構造の広域調査，２）環濠・溜池におけるオーガリング調査，３）都城区内の主要な埋蔵遺
構の調査，４）ローバン・ロミアス寺院内の発掘調査，５）遺跡群全域の航空地形測量，６）プラサート・サンボー寺
院の中央テラスの構造調査，７）煉瓦造祠堂の建築学的調査
これらの調査によって，６世紀以前から都城区が活性期を迎えていたこと，またアンコール時代に入ってからも各施設
が改変を加えつつ活用されていたことが解明された。

研究成果の概要（英文）：The ancient city where monuments of Sambor Prei Kuk are found today was 
identified as ISANAPURA, the capital of Zhenla. The peak of this city was considered in the late 6th to 
early 7th century. Numerous archaeological remains are well preserved in this group of monuments.
This project carried out several researches in this site; 1) Archaeological survey on the structure of 
the sedimentary soil layer at the wide area inside the moated city area, 2) Augering survey in the moat 
and ponds, 3) Excavation survey at the main buried structures in the moated city area, 4) Excavation 
surve in the Robang Romeas area, 5) Aerial Lider survey of the entire site, 6) Excavation survey around 
the main terrace of Prasat Sambor, and 7) Architectural survey of the well preserved brick shrines.
Through the above researches, it could be concluded that this group of monuments was an important 
religious, political and economic center for the longer term than previously considered active habitation 
period.

研究分野： 建築史

キーワード： サンボー・プレイ・クック　プレ・アンコール　アンコール　クメール　東南アジア　カンボジア　都
市史　ヒンドゥー
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
イーシャナプラ（サンボー・プレイ・ク

ック遺跡群）は，カンボジアの古代史にお

いて本格的な都城の初現段階にあり，後の

アンコール遺跡群の前身ともなる古代都市

址である。プレ・アンコール時代の王都と

して位置付けられ，漢籍史料に「伊奢那城」

として記されているとおり，往時は中国と

インドの狭間に位置し，広く知られた国際

都市の一つであった。その規模と良好な保

存状況より，当時の都市および建築水準の

高さを示す指標となるべき東南アジアでも

最重要の遺跡の一つである。カンボジア政

府はこの遺跡群をユネスコ世界遺産に登録

申請する準備を進めており，国内外の関心

が高まりつつある（2016 年 2 月に推薦書が

ユネスコ世界遺産センターに提出された。

順調に審査が進めば 2017 年 7 月の世界遺

産委員会で登録が決議されることとなる。）。 
研究代表者は 1998 年より当遺跡群の調

査を進めてきた。本研究開始時までの調査

では主に，地上の痕跡を対象として遺跡群

の全域構成の解明を目的としてきた。航空

写真および衛星写真からは，遺跡群中心地

区の西側に 2km 四方の矩形の環濠に囲まれ

た都城が確認され，その内外から多数の煉

瓦造祠堂，古代の土木工作跡，そして往時

の田圃や溜池跡といった遺構の存在が認識

されていた。この都城を中心とした約 10km

四方の範囲からは煉瓦造遺構が 300 基近く

記録され，それら全遺構の目録化を行った。

過去には，1927 年にフランス極東学院の研

究者アンリ・パルマンティエにより記録さ

れていた 72 遺構を遺跡群の全容とする理

解であったが，この認識を大きく更新した。

申請者らは遺構目録に併せて，遺物目録，

遺構図面集，古写真記録集も作成した。ま

た筆者らは 2004 年以降，当遺跡群にて最大

規模の複合寺院であるPrasat Samborの他，

8 地区にて考古学的な発掘調査を行ってき

た。一連の調査により，寺院では複数回に

及ぶ増改築の痕跡が検出され，その史的背

景が解明されつつある他，都城周辺の地区

では生活層が地表下約 5m にまで及び，土器

や陶器などを含む遺物が広域に渡り豊富に

保存されていることが確認されてきた。 

本研究の主要な対象地区である都城内に

おいては，上述の面的踏査を完遂した他，

（１）表採調査，（２）ハンドオーガーによ

るボーリング調査，（３）村落調査，（４）

都城の東門としての機能を担っていたこと

が推察される寺院遺構(M75 サイト)および

微高地複数箇所における発掘調査，（５）都

城に発する古道の調査を過去に実施してお

り，一定の成果をあげていた。 

 
２．研究の目的 

こうした既往の研究の上に，古代クメー

ル都市イーシャナプラにおける研究を進展

するために以下に示す研究目的を設けた。 
（１）イーシャナプラ地区に埋蔵する都市

の基本的な構造を明らかにする。また，環

濠に囲繞された都城区内における主要な利

用地区や活性期を明らかにする。 
（２）都城区内の主要なマウンド遺構等に

おける埋蔵遺構の構造を明らかにし，寺院

区における遺構の比較を通じて都城内部の

施設の特徴や機能についての考察を進める。 
（３）寺院区内に残存する祠堂の平立断面

図の測量・図化を伴う建築学的調査や考古

学的発掘調査を行い，寺院建立の時期や後

年の改変の過程を明らかにする。 
（４）調査成果のもとに都城の全容解明の

ための中長期的な研究計画を策定する。 
 

３．研究の方法 
本研究では建築学・考古学・地形学・年

代測定学・測量学を主たる調査の手法とし

て遺跡群内各所において以下の現地調査を

実施した。 

（１）小規模なトレンチ調査による都城区内

における堆積構造の広域調査 

（２）水域地区（環濠・溜池）のオーガリン

グ調査の土柱サンプリングによる古

環境変化の分析 

（３）考古学的発掘調査による都城区内の主

要な埋蔵遺構の構造調査 

（3a）M78/79 サイト 

（3b）M90 サイト 

（４）遺跡群北方に位置するローバン・ロミ

アスの祠堂の発掘調査 

（５）遺跡群全域の航空地形測量 

（６）プラサート・サンボー寺院の中央テラ

ス周囲の構造調査 

（７）主要な煉瓦造祠堂の類型化のための建

築学的調査 



 

４．研究成果 

（１）小規模なトレンチ調査による都城区内

における堆積構造の広域調査 

都城区における標準的な土層の堆積状況

を広域に把握することを目的とし，都城内の

21 地点で小規模な発掘調査を行った。その結

果，17 地点で文化層が確認され，都城内は広

い範囲が利用されていたことが推測される

結果が得られた。また，それらの文化層は地

表より浅いレヴェルで検出され，いずれも

1m 以下の薄い土層であり，利用されていた

期間は比較的短期間であった可能性が推察

された。 
文化層から採取した炭化物の年代測定の

結果からは，これまで一般的に指摘されてき

たイーシャナプラの最盛期である 7世紀前半

よりも遡る時代が示され，一般的に考えられ

てきた都城の造営年代を改めて見直す必要

が迫られる結果となった。 
土色，帯磁率，化学組成の分析を各トレン

チの土層に対して行ったが，文化層や地山に

共通する特徴は認められず，その他にも指標

となる鍵層の検出は科学的分析手法では難

しいものと判断された。出土した土器につい

ては，既往の研究と同様に精製土器と粗製土

器に大別することができ，概ねこれまでに分

析されていた器種組成や装飾，製作技法の特

徴と一致したが，粗製土器についてはより多

様な器種・器形が認められた。 
 

（２）水域地区のオーガリング調査による堆

積環境変化の分析 

プレ・アンコール期以降の同地域の古環境

復元を目的として，遺跡群内の水域地区，つ

まり都城の環濠や溜池における堆積物をコア

サンプラーで採取し，帯磁率，色差，含水率，

XRF(蛍光X線分析)の分析を行い，環境変遷史

の検討を試みた。 

計45カ所でコア採取を行い，より高精度に

古くからの環境変遷を考察するために選定し

た，水域および人為層を含む3地点のコア

(B-trench地点，SS5地点，SP5地点)分析から

示唆される環境変遷は以下のようにまとめら

れる。 

B-trench地点は，もともと水域環境にあっ

たが，陸域になり現在に至る途中でイーシャ

ナプラが建造された。SS5地点は，最下層の

詳細は分からなかったが，湖沼の有機物は一

定の速度で堆積していたが，途中でリンが豊

富に供給され生物生産性の上昇を強力に促し

た。それにより，水中の溶存酸素が増加し，

マンガンが難溶性の酸化物を生成して沈殿し

た．また，硫黄も同時期に供給され，鉄硫化

物を生成した．SP5地点は，寺院に付随する

沐浴池とみられ，西暦627年に建造された際の

版築土があり，沐浴池として整備されて年間

を通して水を湛えていた。その間，幾度か生

物生産性に変化をもたらす要因があり，その

後，短期間に池は埋積された。 

一方，3地点のコア間で明瞭な対比関係がな

く，遺跡地域の環境変遷を包括的に評価でき

なかった。これは，3本のコア採取地点によっ

て堆積環境が異なるためと考えられ，本研究

では局所的な堆積環境変遷を議論するに留ま

った。今後は本研究で得られたコア採取地点

ごとの基礎データを踏まえ，遺跡地域全体を

評価しうる地点の選定を進め，さらなる環境

変遷史の解明に努めることが求められる。 

 

（３）考古学的発掘調査による都城区内の主

要な遺構の構造調査 

都城内には約 60 のマウンド遺構が確認さ

れているが，特に規模の大きな以下の２サイ

トにおいて発掘調査を実施した。 

 

（3a）M78/79 サイト 
イーシャナプラの都城内にはオー・クル・

ケーと呼ばれる村落が位置するが，2012月2
月に村民が中心となり，世界食料基金の支援

を得て，都城内を広く南北に横断する道路整

備工事が行われた。都城内に新設された道路

は南北約1.5 kmの距離で，幅6m程の土堤状の

道路の両側に幅50cm～2m，深さ40～140cm
程の側溝が断続的に掘削された。この側溝よ

り複数の煉瓦造あるいはラテライト造遺構が

発見された。こうした事態より緊急の発掘調

査を開始した。 
 側溝内を清掃し観察した結果，合計6地点で

土器片や瓦等が採取され，9地点で煉瓦やラテ

ライト造の遺構が確認された。遺構が確認さ

れた9地点で発掘調査を行った結果， 5地点か

ら出土していた煉瓦遺構は一続きの壁体であ

ることが判明した。さらに，現地表面のわず

かな起伏を追跡した結果，全体として南北

163m，東西139mの周壁が地下に埋伏してい



ることが予想される結果が得られた。また，

過去に実施した遺跡群全域の踏査では，この

周壁が予想される地域の内部にM78，M79-1，
M79-2と番付された計3基の煉瓦造遺構と東

西に長手のラテライト造の護岸を有する溜池

を確認しており，それらの遺構がこの周壁内

の施設であることが確認された。 
緊急調査の結果を受けて，さらに同年6月に

は追調査を実施した。周壁の東門・北門・南

東隅に予想される地点と，周壁内のほぼ中央

に位置する緩やかなマウンド，さらに溜池の

護岸の一部にて発掘調査を行った。 
出土している土器の形式もまたプレ・アン

コール期の特徴を示すものが多く，また基礎

層から検出された炭化物からは建造時期はプ

レ・アンコール期に遡ることが示された。こ

うした根拠から，この遺構の建立時期は，本

遺跡群の他の寺院と同様に7世紀初頭の前後

に位置付けて良さそうである。 
M78/79サイトは，遺跡群内で記録されてい

る多くの煉瓦祠堂と類似した煉瓦積みの工法

により，また残存状態が悪いものの，一部に

残された建築形式はプレ・アンコール期の祠

堂建築に類していると見做される。しかしな

がら，周壁東辺に門が不在である一方で北門

が認められること，西辺中央は未調査である

から定かではないが，少なくとも西辺のかな

り南側に出入りの遺構が認められること，周

壁内北西に祠堂二基を配し，伽藍配置におけ

る求心性を崩していること等，遺跡群に残さ

れた一般的な寺院とは異なった伽藍配置を示

しており，都城の中において宗教とは異なる

官衙等の施設であった可能性が推察される。 
  

（3b）M90 サイト 

M90 サイトは 2km 四方の方形都城の中央

からやや南側に位置している。約 3m の比高

のマウンドであり，南北 80m，東西 30m の

南北に長い楕円形で，長軸は反時計回りに約

11 度回転している。環濠に囲繞された都城全

体もまた反時計回りに回転しており，これと

同じ方位にある。環濠内に確認されている遺

構の中では最大のマウンドである。このサイ

トにおいて 2015 年 3 月から 7 月にかけて 3
次にわたる発掘調査を実施した。 
 本サイトでは上下二層の構造が検出され，

また多数の土器片が出土した。 
下層には高さ 2.1m のラテライト造のテラ

ス状遺構が確認された。堅牢な造りであり，

規模も雄大であることから，都城が最盛期を

迎えていた時期の重要な施設であったもの

と考えられる。プレ・アンコール期にこの都

城が王都として機能していた時期の施設と

考えられよう。想像を逞しくするならば，後

世の王都アンコール・トムの中央に位置する

王宮前広場の中心的施設，「象のテラス」に

類するものと見做すことができるかもしれ

ない。その場合には周囲に王宮を配していた

可能性も推察され，宗教施設というよりも政

治的な舞台として利用されたものと考えら

れよう。 
 一方，上層に認められた煉瓦遺構は，堆積

土の上に基礎工をなさずにそのまま構築さ

れており，使用されている煉瓦は完形のもの

は少なく，また組積方法も粗雑である。建設

工事の質が著しく低いことから，当地が王都

としての重要性を失った後にこのマウンド

が再利用された際に造られた構造であろう。

マウンドの中央北側には南北に長いテラス

とその東西には方形の低い遺構が並んでい

る。方形の煉瓦遺構を列柱の礎盤として，木

造の覆屋が構築されていたことも推測され

る。その配置形式からは，アンコール時代の

晩期に多数建立される仏教テラスと類似し

た構造であった可能性が推測される。ただし，

仏教テラスが東面であるのに対して，ここで

は南面である。 
 現段階ではこのように二期にわたる遺構

が確認されているが，いずれも建造時期を推

測するための根拠が得られていない。基壇内

部の版築土層より採取した炭化物の年代測

定や，出土した遺物の編年研究が年代特定を

今後進めていくことが求められる。 
 

（４）考古学的発掘調査による遺跡群北方の

ローバン・ロミアスの祠堂構造の調査 

本サイトはサンボー・プレイ・クック遺跡

群の中心寺院群より北方に離れて位置する

煉瓦造祠堂 7 基とラテライト遺構 1 基よりな

る寺院である。すぐ東側には煉瓦造遺構 7 基

よりなるスレイ・クルップ・リアク寺院が位

置し，またその南側には煉瓦造祠堂が単独で

配されている。各遺構は壁体の半ばより下方

が堆積土砂に覆われている。過去には 20 世

紀前半にフランス考古学者パルマンティエ

が建築遺構の記録のために部分的に建物周



辺を掘り返したことと，2002 年前後に世界

食糧基金からの支援にもとづき建物周辺の

堆積土が一部除去されたことがあったが，本

格的な発掘調査は皆無であった。 
2015 年 8 月に K6 と番付されている煉瓦

造祠堂の周辺にて発掘調査を実施した結果，

現地表面下の堆積土砂中より周壁を始めと

する遺構が検出された。これまで煉瓦目地や

再利用装飾部材等によって建設年代に不明

な点があったが，建築形式や工法よりアンコ

ール期（11 世紀）に軸線上に並ぶ門，前室，

主室が一度に造営されたことが判明した。ま

た，祠堂には周壁が囲繞していることが確認

され，クメール建築においても他に類例を見

ない特異な伽藍の配置構成であることが明

らかとなった。 
 

（５）遺跡群全域の航空地形測量 

これまでにも都城内の地形把握のために，

空中写真の立体視や，雨季と乾季の季節に

応じた踏査による目視判別を実施している

が，その精度には限界があり，本格的な水

利学や考古学研究に資するには不十分であ

った。そのため，高い精度が確保される航

空地形測量が望まれていた。 

2015 年 4月に，カンボジア政府，フラン

ス極東学院が協同でカンボジア国内の主要

な遺跡群において航空測量調査を実施した。

イーシャナプラも調査対象の一つであった

が，本研究代表者もこの地域の地形測量に

協働し，そのデータを共有した。調査結果

を得たのが本研究期間の末であったために，

測量データを用いた分析を行うには至らな

かったが，地上での既往の踏査では把握さ

れていなかったマウンド，土手，貯水池，

水路等の人工的工作物が新たに複数確認さ

れた。 

 

（６）寺院区内プラサート・サンボー寺院の

中央テラス周囲の構造調査 

寺院区内でも最大規模の寺院であるプラ

サート・サンボーの中央テラス周辺におい

て数年間をかけて段階的に考古学的発掘調

査を実施した。2015 年 12 月時点では東辺

の北側と北辺の東側での発掘調査を残すの

みとなった。各所の調査によって，テラス

周辺に煉瓦敷きの敷面が広がっていること

が確認された他，後世に煉瓦敷きが増築さ

れた痕跡も認められた。また，テラス周辺

に配されている砂岩造の大型台座と煉瓦敷

きの関係が明らかになった。テラス周辺の

台座は当初の設置位置をほぼ維持している

ことも確認された。堆積土砂や煉瓦のクリ

アランスを伴うこれら一連の調査ではこれ

まで調査区の周囲にそれらの堆積土をマウ

ンド状に盛り上げていたが，2015 年 12 月

には重機によってこれらを伽藍の外側に全

て移動する処理を行った。これらの作業に

よって寺院中央の地区は建立当初の姿を容

易に想起することができるようになった。 

 

（７）主要な煉瓦造祠堂の類型化を図るため

の建築学的調査 

遺跡群内には多数の煉瓦造祠堂が良好な

状態で残されている。それらの遺構を対象と

して建築形式の分析を試みた。その結果，平

面形式は 4 種に，前房空間の平面形式は 7 種

に，前房空間の構造形式は 4 種に，屋蓋の立

面形式は 2 種に，張り出しを側面に有する平

面形式の祠堂における立面形式は 4 種に，迫

り出しアーチ屋根は 3 種に分類された。その

他，主室内の台座の位置や，棚板等の造作が

各祠堂で異なっている点が確認された。 
このように各部はいくつかの形式に類型

化されるものの，各祠堂は個別にデザインさ

れたもので建築計画は自由度が高かったも

のと推察された。こうした特徴はアンコール

時代の煉瓦造祠堂が画一化されたことと対

照的であり，プレ・アンコール期の煉瓦造祠

堂は形式的に標準化される以前の試行錯誤

の段階にあって，それゆえに創造的な表現意

欲が強く発現されたと考えられる。 
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